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近年我々は、日本語解析システム「ささ

ゆり」の基礎をあたえる知覚連語の言語学

の構築を推し進めてきた。[1]   

知覚連語の形成規則はある種の語の結合

を意図的に禁止している。その代表的なも

のは知覚連語の形成規則は連体修飾をする

動詞文と被修飾名詞の結合の禁止である。

この禁止則のため日本語解析システム「さ

さゆり」は本来的に複文の修飾関係を捌く

機能を保持している。複文は、捌かれた結

果、修飾する動詞文 (修飾子) と修飾され

る名詞 (接合名詞) との対応関係と接合名

詞を含んで後続する知覚連語 (後続子) の

構成関係に分解されるが、これら二つの関

係が接合名詞の意味を限定する。[2]  

本発表の第一のテーマは接合名詞が形式

名詞である複文の単文化の問題である。意

味を限定された形式名詞に意味的に最も近

い日常的名詞の特定する技術が述べられる。 

第二のテーマは知覚連語の二種の同値性

についてである。知覚連語が構成要素から

成り立ち、純粋な意味を保持するという二

面性は二種の同値類の存在を示唆する。 

一つは知覚連語を構成する範疇の共通性

がもたらす同値性であり、共通な範疇を保

持する知覚連語が一つの同値類を構成する。

これは、いわば共通のキーワードを保持す

る知覚連語の探索技術と直接的に関わるも

のである。 

もう一つは、意味的距離の近い知覚連語

が構成する同値類である。これは意味空間

の構成が前提であり、知覚連語の構成によ

って始めて定義が可能になるものである。

このような同値類は、共通のキーワードを

保持しない知覚連語の探索技術を提起する

ものであり、情報検索の新しい技術である。 

二種の同値性は、双方の利便性が相まっ

て情報検索に寄与するものであり、コミュ

ニケーション支援の基本的方法を提示する。 
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